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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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33 市長コラム

36 かわちながの 働ライフ� 

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

くろまろ塾の認定講座や催しはこのマーク
今後の予定など詳しくは市ホームページをご覧ください。

本
市
が
申
請
し
て
い
た
日
本
遺
産
の
テ
ー
マ

「
中
世
に
出で

逢あ

え
る
ま
ち
～
千
年
に
わ
た
り

護ま
も

ら
れ
て
き
た
中
世
文
化
遺
産
の
宝
庫
～
」が

去
る
５
月
20
日
、
文
化
庁
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
域
に
は
観
心
寺
や
天
野
山
金
剛
寺
な
ど
中
世
の

文
化
遺
産
が
数
多
く
残
る
こ
と
か
ら
、

中
世
を
テ
ー
マ
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成
し
た
も
の
で
、

今
回
の
認
定
を
契
機
と
し
て
、
文
化
財
所
有
者
や

観
光・
商
工
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
と
と
も
に

地
域
活
性
化
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
産
業
観
光
課
ま
た
は
文
化
財
保
護
課

祝！日本遺産に認定

中世に出逢えるまち
～千年にわたり護られてきた中世文化遺産の宝庫～

日本遺産とは
他の地域より特筆される、世代を超えて受け継がれてきた
地域の歴史的魅力や特色をわかりやすく文章化したストー
リーとともに、ストーリーを活かした地域づくりの将来像と
その方策を示した地域活性化策を文化庁が認定する制度。

高
野
街
道

天
野
街
道

大
沢
街
道

観
心
寺烏

帽
子
形
城
跡

天
野
山
金
剛
寺

ストーリーを構成する文化財
観心寺、天野山金剛寺、烏帽子形城
跡、大沢街道、天野街道、高野街道
など36件

ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

河
内
長
野
市
は
京
と
高
野
山
を
結
ぶ
街
道

の
中
間
地
に
位
置
し
、
檜
尾
山
観
心
寺
、
天

野
山
金
剛
寺
の
2
大
寺
院
が
隆
盛
し
た
ま
ち

で
あ
る
。
街
道
沿
い
の
白
壁
の
塀
、
銀
色
に

輝
く
瓦
葺
き
の
屋
根
、
朱
・
緑
・
黄
色
な
ど

の
鮮
や
か
な
柱
、
優
雅
で
美
し
い
そ
の
建
物

の
中
は
凛
と
し
た
静
け
さ
に
包
ま
れ
、
金
色

に
光
り
輝
く
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
2
大
寺
院
の
隆
盛
に
よ
り
市
域
で
は

多
く
の
社
殿
、
お
堂
や
仏
像
が
造
ら
れ
、
ま

た
交
通
の
要よ

う

衝し
ょ
うと
な
っ
た
こ
と
か
ら
山
城
も

築
か
れ
た
。
こ
こ
は
、
悠
久
の
時
を
超
え
て

千
年
に
わ
た
り
護
ら
れ
て
き
た
中
世
文
化
遺

産
の
宝
庫
で
あ
り
、
訪
れ
る
人
が
ま
ち
じ
ゅ

う
で
中
世
を
体
感
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
。

天
野
山
金
剛
寺
の

正
御
影
供

烏
帽
子
形
八
幡
神
社

観
心
寺
の
総
持
院
跡
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  ◉今月の焦点　夏休みのイベント

◉
今
月
の
焦
点
　
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト

キ
ャ
ン
プ
に
挑
戦
！

■
自
然
と
友
だ
ち
に
な
る
３
日
間

「
学
び
の
森
」

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
４

年
生
～
中
学
３
年
生

と
き　
８
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
（
２

泊
３
日
）

と
こ
ろ　
洞ど

ろ

川が
わ

キ
ャ
ン
プ
場
（
奈
良

県
）

内
容　
テ
ン
ト
泊
や
野
外
炊
事
な
ど

定
員　
60
人
（
抽
選
）

参
加
費　
７
０
０
０
円

■
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
１
～
３
年

生と
き　
８
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

と
こ
ろ　
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
セ
ン
タ
ー

内
容　
野
外
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

石
け
ん
・
ろ
う
そ
く
教
室

　
自
然
環
境
保
護
協
議
会
の
指

導
で
家
庭
の
廃
油
を
使
っ
て
親

子
で
石
け
ん
と
ろ
う
そ
く
を
作

り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

と
き　
７
月
28
日
㈰

と
こ
ろ　

河
内
長
野
ガ
ス
㈱

（
昭
栄
町
）

定
員　
12
組
（
先
着
順
）

申
込　
７
月
８
日
か
ら
電
話
で

左
記
へ

�
河
内
長
野
ガ
ス
株
式
会
社

（
☎
０
１
２
・
０
５
３
・
０
０
１
２
）

琴
親
子
教
室

　
文
化
庁
の
文
化
芸
術
振
興
費

補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

対
象　

４
歳
～
中
学
３
年
生

（
保
護
者
も
参
加
可
）

と
き　
８
月
３
日
㈯
・
17
日
㈯
、

９
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯
、
10
月

12
日
㈯
・
26
日
㈯
、
11
月
30
日

㈯
、
12
月
21
日
㈯
▽
い
ず
れ
も

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

（
10
月
26
日
㈯
の
み
正
午
～
午

後
４
時
30
分
、
12
月
21
日
㈯
の

み
午
後
１
時
～
4
時
30
分
）
▽

８
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス
ほ
か

定
員　
20
人
（
先
着
順
▽
保
護

者
含
む
）

申
込　
７
月
7
日
～
26
日
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ

（
開
催
中
も
申
込
可
）

�
河
内
長
野
三
曲
協
会
の
菊き

く

伊い

●し

さ
ん
（
☎
�
24
・
８
３
０
６
）

夏
休
み
親
子
施
設
見
学
会

　
ご
み
の
清
掃
工
場
や
資
源
ご

み
の
分
別
工
場
を
見
学
し
、
ご

み
の
減
量
や
資
源
化
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

と
き　
①
８
月
８
日
㈭
、
②
14

日
㈬
、
③
20
日
㈫
▽
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
４
時

行
き
先　
①
③
資
源
リ
サ
イ
ク

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。
今
夏
も
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
や
学
び
体
験
な
ど
、
地
域
と
子
ど
も
を

結
び
つ
け
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ア
な
ど

定
員　
60
人
（
抽
選
）

参
加
費　
３
５
０
０
円

※
申
込
な
ど
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
地
域
教
育
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
54
・
０
０
０
５
）

魚
や
水
生
昆
虫
の
観
察
会

　
長
野
公
園
の
近
く
を
流
れ
る
石
川
で
、

魚
と
り
の
専
門
家
か
ら
生
き
物
の
取
り

方
や
観
察
の
仕
方
を
教
わ
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
２
年
生
ま

で
は
保
護
者
同
伴
）

と
き　
８
月
17
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

11
時

集
合　
長
野
公
園
管
理
事
務
所

申
込　
７
月
7
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
長
野
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
62
・
２
７
７
２
）

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
自
然
学
習
会

　
親
子
で
石
川
に
生
息
す
る
水
生
生
物

を
観
察
し
ま
す
。

と
き　
８
月
７
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▽
雨
天
や
増
水
時
は
中
止

集
合　
石
川
出
合
橋
（
滝
畑
）
付
近

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
▽
無
料
送
迎

バ
ス
の
ご
利
用
を
（
河
内
長
野
駅
前
発

＝
午
前
８
時
45
分
～
55
分
、
滝
畑
ダ
ム

発
＝
午
後
２
時
）。

申
込　
７
月
19
日
ま
で
に
電
話
で
左
記

へ※
中
止
の
判
断
は
当
日
午
前
７
時
30
分

～
８
時
に
左
記
へ
確
認
を
。

�
環
境
政
策
課

ル
セ
ン
タ
ー
（
河
南
町
）、
②
南

河
内
環
境
事
業
組
合
第
２
清
掃

工
場
▽
い
ず
れ
も
バ
ス
の
送
迎

あ
り

集
合　
市
役
所

定
員　
各
20
人
（
抽
選
）

服
装　
歩
き
や
す
い
靴
で
▽
ク

ロ
ッ
ク
ス
・
サ
ン
ダ
ル
な
ど
は

禁
止

申
込　

は
が
き
か
メ
ー
ル

（kankyoueisei@
city.

kaw
achinagano.lg.jp

）に

参
加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス

番
号
と
催
し
名
（
メ
ー
ル
の
件

名
は
必
ず「
親
子
施
設
見
学
会
」

で
）を
記
入
し
て
７
月
24
日（
必

着
）
ま
で
に
左
記
へ

�
環
境
衛
生
課

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・
夏
休
み
子
ど
も
絵
画
教
室

　
姉
妹
都
市
カ
ー
メ
ル
市
に
送
る
絵

を
み
ん
な
で
描
き
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

と
き　
８
月
６
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込　
７
月
５
日
か
ら
電
話
か
メ
ー

ル（offi
ce@

kifa-w
eb.jp

▽
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年

を
記
入
）
で
左
記
へ

�
国
際
交
流
協
会（
☎
54
・
０
０
０
２
）

奥
河
内
子
ど
も
写
生
大
会

　

大
阪
芸
術
大
学
前
教
授
の
末す

え

延の
ぶ

國く
に

康や
す

さ
ん
や
市
文
化
連
盟
の
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
指
導
で
絵
を
描
き
ま
す
。

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

と
き　
７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
観
心
寺

定
員　
各
50
組
（
先
着
順
）

申
込　
７
月
8
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ア
ー
ト
の
森
～
創
作
ひ
ろ
ば
～

　
滝
畑
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
思

い
の
ま
ま
に
絵
画
や
版
画
、
工
作
な

ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
８
月
15
日
㈭
～
18
日
㈰
▽
い

ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
滝
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
幼
児
～
中
学
生
＝
１
日
５

０
０
円
、
高
校
生
以
上
＝
１
日
１
０

０
０
円

申
込　
７
月
8
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
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  ◉今月の焦点　夏休みのイベント

内容 対象 参加費

①

茶道 小学生 300円

書法・篆
てん

刻
こく

小中学生 500円

詩吟 ５歳～中学生 300円

華道 小中学生 500円

②

郷土研究会 小中学生 無料

太鼓 小中学生 無料

三曲協会 幼稚園～中学生 300円

フラワーデザイン ５歳～小学生 500円

美術 ３歳～小学生 300円

③

書道 小学生 500円

切手 小中学生 無料

合唱 ５歳～中学生 300円

民謡 小学生 300円

造花 小学生 500円

め
ざ
せ
！
図
書
館
マ
ス
タ
ー

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
２
つ
ク
リ
ア
し
て
書

庫
の
扉
を
開
け
よ
う
。

対
象　
①
小
学
３
年
生
、
②
小
学
４
～

６
年
生
▽
保
護
者
同
伴
可

と
き　
①
８
月
１
日
㈭
、
②
２
日
㈮
▽

い
ず
れ
も
午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　
筆
記
用
具

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
探
検
ブ
ッ
ク
の
配
布

　
図
書
館
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
や
豆
知

識
が
い
っ
ぱ
い
の
図
書
館
探
検
ブ
ッ
ク

に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

対
象　
小
学
生
（
３
年
生
向
け
）

と
き　
７
月
23
日
㈫
～

と
こ
ろ　
図
書
館

配
布
冊
数　
２
０
０
冊
（
先
着
順
）

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

え
ぼ
し
が
た
公
園
自
然
観
察
会

■
セ
ミ
羽
化
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

と
き　
７
月
20
日
㈯
午
後
５
時
45
分
～

８
時
（
小
雨
決
行
）

集
合　
烏
帽
子
形
公
園
プ
ー
ル
横
東
屋

付
近

参
加
費　
大
人
３
０
０
円
、
子
ど
も
２

０
０
円
（
家
族
３
人
以
上
は
全
員
で
５

０
０
円
）

持
ち
物　
懐
中
電
灯
、
飲
み
物
、
あ
れ

ば
ル
ー
ペ
、
図
鑑
な
ど
▽
捕
虫
網
は
禁

止※
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
運
動
靴
で
▽
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
▽
団
体
参

加
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
田
原
さ

ん
（
☎
63
・
１
６
９
２
）

入
し
て
滝
畑
ダ
ム
管
理
事
務
所
へ

※
詳
細
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

�
滝
畑
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
�
62
・
３
６
７
２
）

小
学
生
消
費
者
教
室

■
ミ
ニ
気
象
予
報
士
に
な
ろ
う

　
毎
日
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
、
時

と
し
て
生
命
や
財
産
を
脅
か
す
こ
と
も

あ
る
気
象
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や
実
験

で
楽
し
く
学
び
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

（
保
護
者
別
席
見
学
可
）

と
き　
８
月
８
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ
バ
テ

ィ
な
が
の
南
館
内
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
７
月
9
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
か
わ
ち
な
が
の
消
費
者
協
会（
消
費
生

定
員  

各
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
７
月
５
日
か
ら
店
頭
で
受
付

�
ア
グ
リ
か
わ
ち
な
が
の

　
　
　
　
　
　
（
☎
53
・
６
０
０
１
）

ク
ー
ル
＆
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

滝
畑
ダ
ム
探
検

　
盛
夏
で
も
20
度
以
下
で
ひ
ん
や
り
涼
し

い
滝
畑
ダ
ム
の
堤て

い

体た
い

内
部
や
磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

を
見

学
し
ま
す
。

と
き　
７
月
31
日
㈬
、
８
月
４
日
㈰
・
21

日
㈬
・
24
日
㈯
・
31
日
㈯
▽
午
前
の
部
＝

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
の
部
＝
午

後
２
時
30
分
～
４
時
（
各
日
２
回
実
施
）

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

申
込　
７
月
10
日
か
ら
メ
ー
ル（m

inam
i-

no-m
i-g12@

gbox.pref.osaka.
lg.jp

）
か
フ
ァ
ク
ス
に
代
表
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
合
計
人
数
を
記

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

七
夕
＆
風
鈴
ま
つ
り

　
園
内
に
、
風
鈴
を
た
く
さ
ん
吊

り
下
げ
た
竹
の
ト
ン
ネ
ル
と
、
短

冊
を
飾
り
付
け
る
笹
を
設
置
し
ま

す
。
涼
や
か
な
音
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
７
日
㈰
～
８
月
７
日

㈬
▽
管
理
事
務
所
の
開
館
は
午
前

９
時
～
午
後
５
時

�
長
野
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
（
☎
62
・
２
７
７
２
）

藍
の
葉
っ
ぱ
で
た
た
き
染
め

　
藍あ

い

の
葉
を
布
に
挟
ん
で
た
た
き
、

葉
の
形
に
染
め
ま
す
。

と
き　
７
月
20
日
㈯
～
８
月
31
日

㈯
▽
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
11

時
と
午
後
１
時
～
４
時
（
月
曜
日

休
館
）

�
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

　
　
　
　
　
（
☎
64
・
１
５
６
０
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

夏
休
み
お
は
な
し
会

対
象　
小
学
生
以
上

と
き　
①
７
月
21
日
㈰
午
後
７
時
～
、

②
23
日
㈫
午
後
３
時
～
▽
い
ず
れ
も

45
分
程
度

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
①
12
組
▽
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
で
、
②
25
人

申
込　
①
７
月
12
日
ま
で
に
電
話
か

メ
ー
ル
（tosho-kouza@

city.
kaw

achinagano.lg.jp

）、
窓
口

で
同
館
へ
、
②
は
当
日
直
接
会
場
へ

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

活
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
56
・
２
３
６
０
）

文
化
連
盟
の

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

対
象
・
内
容
な
ど　
左
表
の
と
お
り

と
き　
①
７
月
23
日
㈫
午
前
９
時
40

分
～
午
後
０
時
30
分
、
②
23
日
㈫
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
、
③
24
日

㈬
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

申
込　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
子
ど

も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
学
校
名
、

学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
保
護
者

氏
名
、
希
望
日
と
希
望
教
室
名
（
は

が
き
１
枚
に
つ
き
１
教
室
ま
で
）
を

記
入
し
て
、
７
月
13
日
（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
文
化
連
盟
事
務
局（
〒

586
ー
０
０
１
６
西
代
町
12
の
46
ラ
ブ

リ
ー
ホ
ー
ル
内
）
へ

�
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
☎
56
・
６
１
０
０)

夏
休
み
子
ど
も
平
和
施
設
見
学
会

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年

生と
き　
８
月
21
日
㈬
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

集
合　
市
役
所

行
き
先　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
ナ
ジ
ー

デ
バ
イ
ス
（
守
口
市
）、
八
尾
市
立
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

定
員　
18
人
（
抽
選
）

申
込　
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
年
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
８
月
９
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
人
権
協
会
へ
▽
１

枚
で
３
人
ま
で
有
効

�
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

地
場
農
産
物
を
調
べ
よ
う

　
市
内
産
の
野
菜
や
果
物
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。
農
家
の
お
話
や
試

食
も
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
の
自
由
研

究
や
日
記
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生

と
き　
７
月
22
日
㈪
・
26
日
㈮
午
前

９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　
ア
グ
リ
か
わ
ち
な
が
の（
本

多
町
）

※定員など詳しくはお問い合わせを。



市政と関連情報 モックル生活ガイド

対象　市内在住・在学の小中学生
申込　往復はがきに住所、氏名（返信用にも記入）、
ふりがな、学年、性別、電話番号と教室名（保護者同

伴の場合は保護者氏名も）を記入して、それぞれの締
切日（当日消印有効）までに各館へ（１枚で１家族１
講座のみ有効）

天野公民館（〒 586-0086 天野町 1520-5、☎ 55-6191）
天見公民館（〒 586-0061岩瀬 1244、☎ 63-4074）
加賀田公民館（〒 586-0071加賀田 617-4、☎ 62-2116）
川上公民館（〒 586-0053 寺元 501、☎ 65-1612）

高向公民館（〒 586-0036 高向 515-3、☎ 54-4548）
千代田公民館（〒 586-0009 木戸西町 1-2-9、☎ 55-1125）
南花台公民館（〒 586-0077 南花台 8-4-1、☎ 63-1131）
三日市公民館（〒 586-0048 三日市町 288-1、☎ 62-6155）

公民館名 教室名 対象 とき 定員（抽選） 費用 締切

天　野

クッキング教室
「今日のランチはロールサンド！」 小学３〜６年生 ７月 26 日㈮午前 10 時〜午後１時 15 人 600 円

７月12 日工作教室「紙粘土で作ろう！写真立て」 小学３～６年生 ７月 30 日㈫午前 10 時～正午 15 人 600 円

科学教室「夏の思い出・手作り花火」 小学３～６年生 ８月３日㈯午前 10 時～ 11時 30 分 14 人 600 円

天　見

お菓子教室「パウンドケーキとブルーベ
リー寒天をつくろう！」 小学生 ７月 28 日㈰午前 10 時～正午 ８人 500 円

７月12 日手芸教室「お花のネックレスとブローチ
づくりに挑戦！」 小学３～６年生 ７月 30 日㈫午前 10 時～正午 16 人 800 円

工作教室「パカパカ、歩くよ！お馬さん」 小学生（1・2 年生は保
護者同伴） ８月２日㈮午前 10 時〜正午 20 人 400 円

囲碁教室「めざせ！囲碁棋士を」 小中学生 ８月３日㈯午後 1時 30 分〜 3 時 30 分 10 人 無料 ７月24 日

親子自然クラフト教室「竹のクラフト」 小学生とその保護者 8 月18 日㈰午後１時 30 分～４時 10 組 1 人 100 円 ７月26 日

加賀田

水辺の生きもの探偵団 小学生（保護者同伴可）７月 24 日㈬午前 10 時〜 11時 30 分 20 人 無料

７月12 日
紙ねんど工作教室 ｢ ソフトねんどで小
物入れをアレンジしよう！ ｣ 小学生 ７月 27 日㈯午前 10 時～正午 15 人 800 円

工作教室 ｢ ペットボトルソーラーカー
を作ろう！ ｣

小学生２～５年生
（保護者同伴可） ７月 30 日㈫午前 10 時～ 11時 45 分 10 人 1600 円

川　上

トールペイント教室
「デスクランプを DECO ろう」 小学生 7 月 28 日㈰午前 9 時 30 分～正午 20 人 600 円

７月19 日籐芸教室「ワンちゃんの顔の可愛いカ
ップを作ろう」 小学３～６年生 ７月 28 日㈰午後１時～４時 10 人 300 円

ステンドグラスで写真立てをつくろう 小学生３～６年生
（３年生は保護者同伴） 8 月４日㈰午後１時～３時 15 人 800 円 ７月26 日

高　向

工作教室「君も名探偵キュービックパ
ズルの謎」～牛乳パックが大変身～

小学生（1・2 年生は保
護者同伴可） ７月 27 日㈯午前 10 時～正午 15 人 100 円 ７月16 日

親子木工教室
「親子で DIY、木根館でものづくり」 小学生とその保護者 ８月17 日㈯午前 10 時〜正午 15 組 500 円〜

2000 円 ７月20 日

千代田

工作教室「メカキリンをつくろう」 小学４～６年生 ７月 27 日㈯午前 10 時～正午 20 人 1200 円 ７月11日

「親子でつくる伝統の和菓子」
白玉ぜんざいをつくります 小学生とその保護者 ７月 30 日㈫午後 1時～ 4 時 12 組 800 円 ７月16 日

びっくり科学教室
「ちりめんモンスターをさがせ！！」 小学生 ８月２日㈮午後２時～４時 40 人 200 円 ７月11日

南花台

手描き友禅教室
「手描き友禅で T シャツを染めよう！」

小学生（1・2 年生は保
護者同伴） ７月 23 日㈫午前 10 時～正午 10 人 500 円 ７月11日

プログラミングの基礎を学ぼう 小学４～６年生 ７月 30 日㈫
午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 10 人 無料

７月14 日
茶道体験「日本の伝統文化である茶道

（裏千花）を体験しよう！」 小学生 ７月 31日㈬午前 10 時〜正午 10 人 300 円

三日市

レザークラフト教室
～革でつくる小物いっぱい！！～ 小学生 ８月３日㈯午後１時～４時 20 人 500 円 7 月25 日

親子で学ぶ護身術 小学生とその保護者 ８月４日㈰午後 1時 30 分～３時 20 組 無料 ７月26 日

№ プログラム名 対象 とき 定員

1 まずは筆談から！伝え合ってみましょう！ 高校生～大人 ７月 20 日㈯、８月17 日㈯・31日㈯、９月
７日㈯・21日㈯午後▷５回シリーズ 20 人

２ ガールスカウトとクラフト体験しよう 年長園児～高校生 ( 女子） ・大人 ７月 21日㈰午前 10 人

３ 歌体操 大学生・大人 ７月 23 日㈫・26 日㈮午前 各 10 人

４ 手話をはじめてみませんか 幼児 ( ４歳以上 ) ～大人 ７月 26 日㈮・８月２日㈮午後 各 10 人

５ キッズ縁日ｉｎプラ座 小学３～６年生 ７月 27 日㈯午前 ･ 午後、８月 24 日㈯午前 ･ 午後 各 3 人

６ のぞいてみよう！点字の世界 小学４年生～大人 ７月 29 日㈪午前 10 人

７ 映像に字幕を付ける体験 小学生～大人 ７月 29 日㈪・8 月 5 日㈪午前 各 3 人

８ 声優体験をしませんか 小学３年生～大人 ７月 30 日㈫午前 10 人

９ 夏休みボランティア体験学習（手話） 幼児 ( ４歳以上 ) ～大人 ７月 31日㈬・８月７日㈬夜 各 10 人

10 野菜栽培の勉強会（おいしい人参他／お
すすめキャベツ他／イチゴ他） 大人 ８月１日㈭・29 日㈭、９月 26 日㈭午前 各 50 人

11 牛乳パックで作ろう「ペン立て」 小学生 ８月２日㈮午後 20 人

12 万華鏡を作ってみよう！ 幼児（４歳）～小学３年生 ８月２日㈮・８月７日㈬午前 各 20 人

13 みちの朗読
( 読んでみよう！動いてみよう） 幼児（4 歳）～大人 ８月10 日㈯午前・午後 各 10 人

14 親子工作会 小学生 ８月11日㈰午前 10 時～午後 2 時 23 人

15 市民の力で森づくり
間伐体験・クラフト体験 小学３年生～大人 ８月17 日㈯午前 10 人

16 病院でお手伝いしてみませんか？ 中学生～大人 ８月19 日㈪・20 日㈫・21日㈬午前 各 5 人

17 浴衣を着て、日本舞踊を体験しよう 小学生～大人 ８月 22 日㈭午後 20 人

18 皆で一緒に星空コンサート 制限無し ８月 24 日㈯午後 注１

19 皆で卓球バレーを体験しよう 小学生～大人 ( 普及員、身
体障がい者歓迎） ８月 25 日㈰午後３回 各 14 人

20 廃食油から石けんを作ろう！！ 大学生・大人 9 月 7 日㈯午前 20 人

21 花づくり体験 大人 9 月 9 日㈪午前 5 人

22 福祉に関するボランティア活動体験 ※施設により異なります。詳しくは社会福祉協議会へお問い合わせ下さい。

注１：指揮者体験 3 人、バイオリン体験 10 人、マイ楽器演奏体験および鑑賞 100 人
※ No.３、４、６、８、９、10、13、17、20 はくろまろ塾認定講座　▷ No.２、12、14 は有料

◉ボランティア・インターンシップ◉

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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協
働

協働

み
ん
な
で
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム)

対
象
・
内
容　
下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス
ほ
か

申
込　
７
月
６
日
か
ら
開
催
日
の
７
日
前
ま
で

に
電
話
で
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
る
ー

ぷ
ら
ざ
へ
▽
No.
　

22
の
み
電
話
で
社
会
福
祉
協
議

会
へ

※
申
込
書
は
社
会
福
祉
協
議
会
、
る
ー
ぷ
ら
ざ
、

市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
に
備
え
て
い
ま
す
▽

交
通
費
や
食
費
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

�
る
ー
ぷ
ら
ざ
（
☎
53
・
８
１
０
０
）
ま
た
は

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
65
・
０
１
３
３
）
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未来に向けた施策で
魅力あふれるまちへ
市では、各部局の運営方針や重点的に取り組む施策をまとめた

　「部局運営方針」を公表しました。
　各部局における今年度の重点施策について紹介します。

　※運営方針などの詳しい内容は、市ホームページや情報センターで閲覧できます。
問い合わせ　政策企画課

安全・安心のまちづくりを目指して
●地域防災力の強化
●災害時行動力の強化
●大阪一犯罪の少ないまちづくり
●地域コミュニティや市民公益活
　動の活性化および協働の促進

自治安全部

自治安全部長・危機管理監
浦 俊彦

教育内容の充実と教育環境の整備
●家庭・地域との協働による学校づくりの推進
●グローバル化する社会に対応し、豊かな未来を築
　く力を育む教育の推進
●学校教育を支える教育環境の充実

教育推進部

教育推進部長
宮阪晴久

理事
中田惠理子

理事
安田喜孝

商工業・観光事業の活性化と
循環型社会の構築

●自然環境の保全・活用と有効利用の推進
●廃棄物処理施設の適正運営と環境整備事業など
●営農環境の整備と森林資源の循環利用
●本市商工業の活性化、就労支援の強化
●日本遺産など歴史・文化を生かした観光振興

環境経済部

環境経済部長
太口智裕

理事
島田俊彦

いきいきと創造的に暮らせる社会の実現
●生涯学習関連事業の推進
●子どもを守り育む環境づくりの推進
●歴史文化遺産の保護・活用の推進
●図書館サービスの推進

生涯学習部

生涯学習部長
小川 祥

理事
井上剛一

次代に相応しい魅力ある都市の形成と
都市インフラ施設の適正管理

●持続可能なまちづくりの推進
●まちの活性化に向けた取り組みの推進
●道路ネットワークの充実と道路基盤の整備
●インフラ施設の計画的な維持管理

都市づくり部

理事
田中博行

都市づくり部長
梅谷武博

持続可能な財政構造の構築と
公共施設等の適正管理

●財政調整基金に頼らない予算編成
●公共施設再配置計画の策定および個別施設計画策
　定に向けた取り組み
●指定管理者制度の適正な運用
●徴収率の向上と強制徴収公債権の徴収支援強化

総務部

理事
大林 巌

総務部長
小西昌敏

効果的・効率的な行政運営の推進
●第５次総合計画などの推進
●職員の意欲と能力の向上および働きやすくやりが
　いのある職場づくり
●効果的なシティプロモーションの推進と広聴機能
　の充実
●人権施策推進プランの推進および人権啓発の充実

総合政策部

理 事
島田記子

総合政策部長
小林章良

適正な公金管理と円滑な会計事務の推進
●公金の適正管理と効率的
　な運用
●指定金融機関業務の円滑
　な推進

災害活動能力の充実と関係機関との連携強化
●消防・救急救助体制の強化
●消防職員の資質向上
●違反是正の強化
●医療・防災関係機関との連
　携強化

会計管理

消防本部

会計管理者
中谷 浩

選挙の適正かつ円滑な実施と公正な監査等の推進
●農地利用の最適化の推進
●選挙制度の啓発の推進と投票環境の充実
●市民の信頼回復および専門性の向上を図る
　監査の推進
●固定資産課税台帳に係る審査申出に対す
　る適正な対応

総合事務局

総合事務局長
野川弘嗣

上下水道事業の経営基盤強化と施設の長寿命化を推進
●持続可能で安定した上下水道事業経営の構築
●安全で強靭な水道施設の構築
●快適な生活環境を提供するための下水道
　の整備促進
●安全で安心な下水道施設の構築

上下水道部

上下水道部長
加山孝好

消防長
中野隆司

利用しやすい窓口サービスの
充実と健康で暮らせるまちづくり
●市民総合窓口の設置
●保健計画に基づく取り組みの推進
●地域包括ケアシステムの構築
●介護保険事業の適正運営

市民保健部

市民保健部長
東部昌也

社会保障制度の適正な
運営と子育て支援の充実

●生活困窮者などへの支援の充実
●障がいのある方への支援の充実
●災害時の福祉支援体制整備の推進
●子ども子育て支援事業計画の策定

福祉部

福祉部長
亀井則彦

市政と関連情報 モックル生活ガイドその他
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猫
に
関
す
る

問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

■
飼
い
猫
は
室
内
で
飼
育
を

　

猫
は
一
日
の
大
半
を
屋
内
で
過

ご
し
ま
す
が
、
屋
外
に
出
る
と
、
他

人
の
家
に
入
り
込
ん
で
フ
ン
を
し
た

り
、花
壇
を
荒
ら
し
た
り
し
て
迷
惑

を
か
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、感
染
症
に

か
か
っ
た
り
、
猫
に
と
っ
て
も
悪
い

結
果
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
た
え
る
前

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
エ
サ
を
も
ら
い
、
生
活
の
サ
イ
ク

ル
が
安
定
す
る
と
繁
殖
も
容
易
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
屋
外
で
生
活

す
る
こ
と
は
、感
染
症
の
可
能
性
が

増
え
、
交
通
事
故
や
野
生
動
物
に

み
は
除
き
ま
す
）
は
、
資
源
選
別

作
業
所
（
上
原
西
町
２
の
28
）
に

持
ち
込
み
可
能
で
す
。

■
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
レ
ス

　
清
掃
工
場
で
の
処
理
・
解
体
が

困
難
な
た
め
収
集
で
き
ま
せ
ん
が
、

ス
プ
リ
ン
グ
部
分
と
そ
れ
以
外
の

部
分
を
分
け
れ
ば
、
粗
大
ご
み
と

し
て
収
集
で
き
ま
す
。

※
マ
ッ
ト
レ
ス
の
分
解
作
業
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
ま
す
（
有
料
）。

�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
・
０
２
５
６
）

■
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

　
ガ
ス
が
残
っ
た
状
態
で
捨
て
る

と
、
ご
み
収
集
車
や
清
掃
工
場
の

火
災
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、
穴

を
あ
け
ず
に
資
源
ご
み
（
カ
ン
・

ビ
ン
・
古
紙
な
ど
）
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

夏
の
生
ご
み
対
策
に
ご
協
力
を

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
気
温
の

上
昇
と
と
も
に
細
菌
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
、
生
ご
み
か
ら
悪
臭
を

発
し
ま
す
。次
の
点
を
参
考
に
、生

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
食
材
は
計
画
的
に
購
入
し
、
作

襲
わ
れ
る
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

■「
地
域
猫
活
動
」を
ご
存
知
で

す
か
？

　
「
地
域
猫
活
動
」
と
は
、
地
域
に

住
み
つ
い
て
い
る
猫
を
地
域
住
民

の
合
意
に
も
と
づ
い
て
、
地
域
で

管
理
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

主
な
ル
ー
ル
は
、
①
避
妊
・
去
勢

手
術
を
す
る
、
②
エ
サ
や
り
の
ル

ー
ル
を
決
め
る
、
③
ト
イ
レ
の
場

所
を
決
め
る
、
④
エ
サ
の
食
べ
残

し
や
フ
ン
の
掃
除
な
ど
を
励
行
し
、

生
活
環
境
の
汚
染
を
防
ぐ
、
の
４

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
良
猫
の
寿
命
は
数
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
で
猫

を
き
ち
ん
と
管
理
で
き
れ
ば
、
数

年
で
そ
の
地
域
か
ら
野
良
猫
は
い

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
猫
を
排
除
す
る
の

で
は
な
く
、
猫
が
そ
れ
以
上
増
え

り
す
ぎ
や
食
べ
残
し
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

◎
三
角
コ
ー
ナ
ー
用
の
水
切
り
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
生
ご
み
の

水
分
を
十
分
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
生
ご
み
処
理
機
器
な
ど
を
利
用

し
、
家
庭
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

■
厳
し
い
罰
則
規
定

　

山
林
、
空
き
地
、
道
路
な
ど
に

ご
み
を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
美

観
を
損
な
う
ば
か
り
か
、
新
た
な

不
法
投
棄
や
ご
み
の
散
乱
を
誘
発

し
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、法
律
に
よ

り
個
人
な
ら
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
そ
の
両
方
、法
人
な
ら
３
億

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

■
自
分
の
土
地
は
自
分
で
守
る

　
公
共
用
地
以
外
に
も
、
空
き
地

や
山
林
な
ど
人
の
目
が
届
き
に
く

い
私
有
地
へ
の
不
法
投
棄
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
私
有
地
に
不
法
投

棄
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
や
管
理
者
が
自
ら
の
責
任
で

処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。柵さ
く・

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
や
草
刈
り
を

行
う
な
ど
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
い
よ
う
に
、
そ
の
地
域
で
「
所

有
者
の
い
な
い
猫
＝
野
良
猫
」
を

適
正
に
管
理
し
な
が
ら
共
に
生
き

て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
み
な

さ
ん
の
地
域
に
お
い
て
、
こ
の
活

動
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
大
阪
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
８
２
１
２
）

ま
た
は
環
境
政
策
課

悪
質
な
訪
問
販
売
や

修
繕
工
事
に
ご
注
意
を

　
最
近
、「
こ
の
地
域
の
水
道
管
の

洗
浄
を
し
て
い
ま
す
」
な
ど
強
引

な
勧
誘
を
行
う
訪
問
販
売
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
敷
地
内
の

水
道
管
の
洗
浄
や
貯
水
槽
の
清
掃
、

浄
水
器
の
販
売
な
ど
は
一
切
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
市
職
員
は
職
員
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審

に
思
わ
れ
た
時
は
職
員
証
の
提
示

を
求
め
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
修
繕
工
事
で
、
必
要
の

な
い
部
分
ま
で
修
繕
を
勧
め
た
り
、

法
外
な
金
額
を
請
求
し
た
り
す
る

悪
質
な
工
事
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
価
に
比
べ
て
高
額
で
も
、
い
っ

た
ん
契
約
し
た
ら
解
約
は
困
難
で

す
。
修
繕
工
事
で
は
、
そ
の
場
で

す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
複
数
の
業
者

■
市
役
所
や
警
察
に
通
報
を

　
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
市
役

所
や
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

資
源
集
団
回
収
に
ご
協
力
を

■
平
成
30
年
度
は
１
４
４
団
体

３
５
６
５
㌧
を
回
収
・
資
源
化

　
こ
の
回
収
量
は
、
同
年
度
に
市

全
体
で
排
出
さ
れ
た
総
ご
み
量
の

約
１
・
４
か
月
分
に
相
当
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
自
治
会
や
子
ど
も
会

な
ど
の
公
共
的
団
体
が
古
紙
類
・

古
布
類
・
金
属
類
を
定
期
的
に
回

収
し
、
再
生
業
者
に
引
き
渡
し
て

い
る
場
合
に
、
助
成
金
（
１
㌔
当

た
り
３
円
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
金
を
受
け
る
に
は
、環
境
衛

生
課
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
だ

登
録
し
て
い
な
い
団
体
は
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
助
成

金
は
地
域
の
環
境
美
化
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

空
き
家
・
空
き
地
の

売
買
等
相
談
会

　
空
き
家
・
空
き
地
の
売
却
や
賃

か
ら
見
積
り
を
取
る
な
ど
で
、
工

事
内
容
や
金
額
に
納
得
の
う
え
契

約
し
ま
し
ょ
う
。

　
悪
質
な
事
業
者
に
つ
け
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
修
繕
が
で
き
る
指
定
事
業
者
を

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
、

☎
53
・
６
６
２
１
）
で
調
べ
る
。

◎
水
漏
れ
な
ど
は
止
水
栓
を
閉
め

る
こ
と
で
一
時
的
に
対
応
で
き
る

こ
と
が
多
い
の
で
普
段
か
ら
止
水

栓
の
位
置
を
確
認
す
る
。

◎
業
者
に
依
頼
す
る
時
は
、
工
事

内
容
が
有
料
か
無
料
か
を
は
っ
き

り
確
認
す
る
。

�
水
道
課

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

■
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　
自
主
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
パ
ソ

コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
（
☎
０
３
・

５
２
８
２
・
７
６
８
５
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
が
宅
配

便
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
の
無
料
回
収

（
１
箱
分
の
み
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.renet.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
本
体
お
よ
び
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
体

型
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

貸
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
不
動
産

事
業
者
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　
市
内
に
あ
る
空
き
家
・
空

き
地
の
所
有
者
な
ど

と
き　
７
月
23
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午（
受
付
は
午
前
９
時
45
分
～
）

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
個
別
相
談

形
式
の
た
め
順
番
を
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
都
市
計
画
課

マ
イ
ホ
ー
ム
借
り
上
げ
制
度
説
明
会

■
安
定
し
た
賃
料
収
入
を
保
証

　
移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構
で

は
、
50
歳
以
上
の
人
が
所
有
す
る

住
宅
を
借
り
上
げ
、
子
育
て
世
帯

な
ど
に
転
貸
し
て
い
ま
す
。

と
き　
７
月
19
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
７
月
５
日
～
16
日
に
電
話

で
左
記
へ

�
都
市
計
画
課

暮らし

暮
ら
し

　相続・遺言書、成年後見など日常生活の様々な法
律上の問題について、弁護士や行政書士、税理士、
司法書士、社会保険労務士などが相談に応じます。
とき　７月20日㈯午後１時 30分〜４時
ところ　ノバティホール（ノバティながの南館内）
申込　７月 17日までに電話で下記へ（土日祝を除く）
�NPO法人研志会の栗山さん（☎ 63-0811）

特別無料法務・法律相談（予約制）

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
�環境衛生課

ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28）

月～金曜日（祝休日を除く）
午後１時～３時

衛生処理場
（高向 2092）

月～金曜日（祝休日を除く）
午前 10時～正午

※もったいない市の会場でも回収します▷陶
磁器製・ガラス製食器以外は回収できません
▷洗ってからの持ち込みにご協力ください。

■もったいない市を開催
　回収した食器の中から、気に入った食器を
無料で持ち帰ることができます。
とき　7月25日㈭午前10時～午後１時
ところ　市役所

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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コーディネーターが語る

支え合いの
現場から
TEL 65 -0133
社会福祉協議会内

愛
・
い
の
ち
・
平
和
展

と
き　
７
月
26
日
㈮
・
27
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

内
容　
世
界
の
紛
争
状
況
の
紹
介

や
人
権
関
係
の
展
示
、
折
鶴
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
、
絵
手
紙
教
室
、

す
い
と
ん
・
三
笠
焼
き
の
試
食
、ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
▽
26
日
の
み

開
催
＝
布
ぞ
う
り
体
験
（
５
０
０

円
▽
要
予
約
）、
映
画
「
こ
の
世
界

の
片
隅
に
」
の
上
映
（
午
前
・
午

後
の
２
回
）
▽
27
日
の
み
開
催
＝

う
ち
わ
作
り
、
映
画
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

の
上
映
（
午
前
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

あ
ご
ら
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

in
愛
・
い
の
ち
・
平
和
展

■
映
画
「
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
ヒ

ア
・
ウ
ィ
ー
・
ゴ
ー
」

と
き　
７
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

※
１
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時

保
育
あ
り（
定
員
10
人
▽
先
着
順
▽

７
月
８
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ
）

�
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
あ
ご
ら
事
務
局
（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
内
、☎
54・

０
０
０
３
）

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書

■
７
月
中
旬
に
送
付

　
65
歳
以
上
の
人
に
、前
年
中
の
所

得
な
ど
に
基
づ
き
算
定
し
た
平
成

31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
保
険

料
額（
本
徴
収
分
）を
通
知
し
ま
す
。

※
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
（
第
１
段
階
～

第
３
段
階
）
の
介
護
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
▽
保
険
料
額
や
納
付

方
法
な
ど
の
詳
細
は
通
知
書
に
同

封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
介
護
保
険
課

介
護
保
険
の
負
担
割
合
証

■
７
月
中
に
送
付

　
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受

け
た
人
と
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
対
象
と
判
定
さ
れ
た
人
全
員
に
、

８
月
か
ら
の
利
用
者
負
担
の
割
合

（
１
割
、
２
割
ま
た
は
３
割
）
が
記

載
さ
れ
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
事

業
所
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上（
第
１
号
被
保
険
者
）

で
利
用
者
負
担
が
２
割
の
人
の
う

ち
、
特
に
所
得
の
高
い
人
は
利
用

者
負
担
が
３
割
に
な
り
ま
す
。

�
介
護
保
険
課

高
齢
者
の
運
動
教
室

■
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
ヨ
ガ

と
き　
７
月
29
日
㈪
午
後
３
時
～

４
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
７
月
7
日
～
28
日
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
）
で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
三み

牧ま
き

さ

ん
（
☎
�
54
・
５
７
２
９
）

お
り
が
み
手
芸
教
室

対
象　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
資

格
が
あ
る
人
（
孫
と
参
加
可
）

と
き　
８
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　
15
人
（
抽
選
）

申
込　
７
月
９
日
～
23
日
に
同
セ

ン
タ
ー
へ
▽
電
話
不
可
▽
午
前
10

時
～
午
後
５
時（
月
曜
日
を
除
く
）

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

高
齢
者

　
市
内
は
坂
道
が
多
く
、
移

動
に
困
難
や
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。「
バ

ス
停
ま
で
遠
く
て
歩
け
な

い
」「
車
を
運
転
で
き
な
く
な

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
そ
ん

な
不
安
を
何
と
か
し
た
い
！

と
、
集
ま
っ
た
方
々
と
「
地

域
移
動
支
援
を
考
え
る
会
」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。「
移
動
支
援
」と
一
言
で

言
っ
て
も
様
々
な
手
法
が
あ

り
、
ま
た
超
え
る
べ
き
ハ
ー

ド
ル
も
多
く
一
筋
縄
で
は
い

き
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
で
勉
強
を
重
ね
、

地
域
に
あ
っ
た
手
法
を
探
し

て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　
移
動
支
援
以
外
に
も
、
子

ど
も
食
堂
や
体
操
の
つ
ど
い

な
ど
、
地
域
の
活
動
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
理
想
ど
お
り
に
進
ま
な

い
こ
と
も
あ
り
、
結
果
を
出

す
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
当
初
の

目
的
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
よ

い
影
響
が
出
る
な
ど
、
予
期

し
な
か
っ
た
副
産
物
に
出
会

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
思
い
が
け
な
い
出

会
い
に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
仕
事
の

面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人

や
出
来
事
に
出
会
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 [コラム]  

認知症の人を
温かく見守る応援者
認知症サポーターと認知症パートナー

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可

能
性
が
あ
る
身
近
な
病
気
で

す
。
認
知
症
の
人
や
家
族
に

と
っ
て
は
、
偏
見
を
持
た
ず

に
さ
り
げ
な
く
見
守
っ
て
く

れ
る
地
域
の
支
援
が
大
き
な

助
け
と
な
り
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、地

域
で
認
知
症
の
人
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
で
す
。
ま
た
、

認
知
症
パ
ー
ト
ナ
ー
は
認
知

症
カ
フ
ェ
な
ど
で
の
傾
聴
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

散
歩
の
付
き
添
い
な
ど
の
個

別
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

知っておきたい認知症のこと❷

▶話に耳を傾けて、ゆっくり穏やかに対応する
▶困っている人に声をかけてみる
▶地域の行事に一緒に参加する
▶趣味が続けられるようにサポートする
▶ゴミ出しの日に声をかける

長野・小山田小学校区担当　信
しの

夫
ぶ

 幸
さち

子
こ

人
権

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

　
す
べ
て
の
子
ど
も
を
大
切
に
～

安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め

に
～
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　
①
７
月
30
日
㈫
午

前
10
時
～
正
午
＝
講
演
会
（
全
体

会
）、②
31
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
＝
分
科
会

と
こ
ろ　
①
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、②

キ
ッ
ク
ス
、
あ
や
た
ホ
ー
ル
、
く

す
の
か
ホ
ー
ル

申
込　
分
科
会
へ
の
参
加
は
７
月

19
日
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
▽
全

体
会
は
申
し
込
み
不
要

�
教
育
指
導
課

就
学
相
談

　
来
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
学

す
る
子
ど
も
の
保
護
者
を
対
象
に

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
体

力
や
健
康
面
が
不
安
」「
集
団
に
う

ま
く
な
じ
め
な
い
」
な
ど
、
健
康

や
生
活
の
面
で
の
悩
み
を
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
教
育
指
導
課 教

育
・
文
化

高齢者 教育・文化人権

❶
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座

　
認
知
症
や
対
応
方
法
の
基
本

を
学
び
ま
す
。
講
座
終
了
後
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

と
き　
７
月
30
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

❷
認
知
症
パ
ー
ト
ナ
ー

　
養
成
講
座

　
認
知
症
の
理
解
を
深
め
、認
知

症
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
た

対
応
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

対
象　
認
知
症
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
人

と
き　

８
月
２
日
㈮
・
16
日

㈮
・
30
日
㈮
・
９
月
13
日
㈮
午

前
10
時
～
午
後
３
時
（
８
月
30

日
は
正
午
ま
で
）
▽
別
途
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
実
習
も
あ
り

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
20
人（
先
着
順
）

申
込　
❶
❷
い
ず
れ
も

７
月
8
日
か
ら
電
話
で

左
記
へ

�
高
齢
福
祉
課

あなたにも
できる
認知症の
人への支援

◀認知症パートナーの小笠原さん（左）と大西さん。柴犬のじろうくんもみんなの人気者

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

■
花
火
遊
び
は
迷
惑
に
な
ら
な
い

場
所
と
時
間
と
後
始
末
を

①
注
意
書
き
を
よ
く
読
み
、
必
ず

守
る
。

②
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ

り
し
な
い
。

③
風
の
強
い
時
や

深
夜
は
し
な
い
。

　
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
の

教
訓
か
ら
、
水
害
・
土
砂
災
害

時
に
気
象
台
の
発
表
す
る
気
象

情
報
が
、
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ

ル
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
市
か
ら
発

健
康

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
値
が
高
め（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６・

９
％
未
満
）
で
、
ま
だ
治
療
を
受

け
て
い
な
い
市
民

と
き　
７
月
16
日
㈫
、
８
月
20
日

㈫
▽
い
ず
れ
も
午
後
１
時
10
分
～

４
時
15
分
（
予
約
制
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

④
消
火
の
た
め
の
水
を
用
意
す
る
。

⑤
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
。

⑦
正
し
い
位
置
・
方
法
で
火
を
つ

け
る
。
手
持
ち
の
筒
花
火
は
、
手

の
位
置
に
注
意
。

⑧
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
筒

も
の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え

て
も
の
ぞ
か
な
い
。
ま
た
、
火
を

つ
け
る
時
も
筒
先
に
顔
や
手
を
出

さ
な
い
。

⑨
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
り
、

ほ
ぐ
し
て
遊
ん
だ
り
し
な
い
。

⑩
花
火
遊
び
が
終
わ
っ
た
ら
、
ご

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

焼
肉
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の

食
中
毒
に
ご
用
心
！

　
食
肉
を
原
因
と
す
る
食
中
毒
が

全
国
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

生
肉
に
は
食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌

（
Ｏ
１
５
７
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど
）
が
付
い
て

い
る
こ
と
が
あ
り
、
肉
の
加
熱
不

足
や
肉
の
生
食
、
箸
の
使
い
分
け

の
不
備
な
ど
が
原
因
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
食
肉
に
よ
る
食
中
毒
を

予
防
す
る
た
め
、
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

み
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

�
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

７
月
１
日
～
８
月
31
日
は

消
火
栓
愛
護
運
動

　
消
防
水
利
（
消
火
栓
・
防
火
水

槽
な
ど
）
の
機
能
を
有
効
に
維
持

す
る
た
め
、
点
検
整
備
を
強
化
し

ま
す
。
あ
な
た
の
命
と
財
産
を
守

る
消
防
水
利
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
違
法
駐
車
・
迷
惑
駐

車
は
消
防
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
消
防
署
（
☎
53
・
５
６
８
１
）

安全安心 健康

安
全
安
心

警戒レベル 避難情報 市から発表される
気象情報等

みなさんが
取るべき行動

警戒レベル
５

氾濫発生情報
大雨特別警報など 災害発生情報 命を守るための最善の行

動をとる

警戒レベル
４

氾濫危険情報
土砂災害警戒情報
など

避難指示（緊急）
避難勧告

被害にあう恐れがある場
合は避難所等の安全な場
所へ避難する

警戒レベル
３

氾濫警戒情報
洪水警報
大雨警報など

避難準備・高齢者
等避難開始

避難に時間を要する人
（高齢者、障がい者など）
で、被害にあう恐れがあ
る場合は避難所等の安全
な場所へ避難する

警戒レベル
２

氾濫注意情報
洪水注意報
大雨注意報など

自主避難 気象情報に注意し、避難
の準備をする

警戒レベル
１ 早期注意情報など 気象情報に注意する

注）避難所への避難がかえって危険な場合、近隣の安全な場所への避難や屋内で安
全な部屋に移動するなど、最適な避難行動をとってください。

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話か
らは☎06-6582-7119へ▷24時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話からは
☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

休日急病診療所

内科
歯科

場所　菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
受付時間　内科：土曜日 = 午後６時〜８時40分、日曜日・祝休
日 = 午前 10 時〜 11時 40 分と午後１時〜３時 40 分
歯科：日曜日・祝休日 = 午前 10 時〜 11時 40 分
※内科は中学生以下受診不可

小児科
（    ）

場所　富田林病院（富田林市向陽台１-３-36、☎29-1121）
▷小児科診療は、本市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行
い、数少ない小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。
受付時間　日曜日・祝休日午前９時～11時30分と午後１時～３時30分

中学生
以下

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談(予約制) 歯科相談 (予約制 )
相談日 毎週月曜日（祝休日・年末年始を除く）
受付時間 午前10時～11時（詳細はお問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
場所 保健センター（菊水町 2-13）

※診断や治療方法についての相談は対応不可▷健康相談
は直接会場へ▷栄養相談・歯科相談は電話で保健セン
ター（☎ 55-0301）へ予約を

そ
の
電
話

「
ア
ポ
電
」
か
も

　
ア
ポ
電
（
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
電
話
）
と
は
、
特
殊
詐

欺
な
ど
を
す
る
前
に
、
対
象

の
人
物
が
簡
単
に
だ
ま
せ
そ

う
か
と
探
っ
た
り
、
家
族
構

成
や
資
産
状
況
を
聞
き
出
し

た
り
、
所
在
確
認
を
し
よ
う

と
す
る
電
話
の
こ
と
で
す
。

　
家
族
や
公
的
機
関
、
実
在

す
る
企
業
を
か
た
る
な
ど
、ど

ん
ど
ん
手
口
が
巧
妙
に
な
り
、

最
近
で
は
ア
ポ
電
の
後
に
強

盗
な
ど
の
犯
罪
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
家
族
の
ふ
り
を

し
て
「
事
故
を
起
こ
し
た
」

「
投
資
に
失
敗
し
た
」な
ど
と

言
い
、
示
談
や
返
済
に
今
す

ぐ
お
金
が
必
要
で
あ
る
状
況

を
つ
く
り
ま
す
。そ
の
後
、家

に
現
金
が
ど
の
く
ら
い
置
い

て
あ
る
か
言
葉
巧
み
に
聞
き

出
し
、
現
金
が
あ
る
と
わ
か

れ
ば
、
宅
配
業
者
を
装
い
住

所
確
認
を
す
る
場
合
も
あ
る

よ
う
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◆
番
号
通
知
設
定
や
防
犯
・

録
音
機
能
を
使
い
、
知
ら
な

い
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出

な
い
よ
う
に
す
る
。

◆
思
わ
ず
電
話
に
出
て
し
ま

っ
た
場
合
に
は
、
名
前
を
名

乗
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

◆
家
族
構
成
や
資
産
状
況
を

聞
か
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
電
話

を
切
り
、
家
族
や
警
察
に
相

談
す
る
。

◆
家
族
を
名
乗
る
電
話
で
も

一
度
切
っ
て
か
け
直
す
。

◆
少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た

ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 [コラム]  

商品や
サービスに
ついての

苦情や相談は

消費生活
センターへ
TEL 56-0700

表
す
る
避
難
情
報
の
運
用
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
取
る

べ
き
行
動
を
確
認
し
、
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
意
識
を
持
ち
、

自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

�
危
機
管
理
課

　府立長野高校のハンドボール部員が部活
動でのランニング中に下校中の子どもたち
を見守る活動を始めました。この取り組み
は地域の見守り活動の一環として、"こども
見守り隊"と文字が入ったオレンジ色のベス
トを着用し、長野小学校の周辺などで行い
ます。部員たちは、「子どもの安全安心に少
しでも貢献できたらうれしい」と語っていま
した。
�教育指導課

高校生が見守り活動で
子どもの安全安心に貢献

■
必
ず
箸
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う

▼
生
肉
は
焼
く
直
前
ま
で
低
温
で

保
管
す
る　

▼
生
肉
と
野
菜
は

別
々
の
皿
に
盛
り
つ
け
る　
▼
生

肉
を
さ
わ
っ
た
後
の
手
は
石
け
ん

で
し
っ
か
り
洗
う　
▼
焼
く
箸（
ト

ン
グ
）
と
食
べ
る
箸
を
区
別
す
る

▼
食
肉
は
中
ま
で
し
っ
か
り
火
を

通
す

�
富
田
林
保
健
所
衛
生
課

（
☎
23
・
２
６
８
２
）

避
難
情
報
が
変
更
さ
れ
ま
す

フォト

フォト 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　５月 19 日、長野小学校体育館で「わんぱく相撲 全
国大会地方予選 河内長野場所」が開催されました。小
学４～６年生の男女計 46 人がまわし姿で土俵入りし、
男女、学年別の個人戦で争われ、熱戦が繰り広げられ
ました。子どもたちは「がんばれ」「ふんばれ」などと
声援を受け、果敢に体をぶつけ合い、力強く押し出し
たり投げ倒したりと、それぞれが持てる力を存分に発
揮。押し出しや寄り切りなどの技が決まると、保護者
や観客から大きな歓声と拍手が上がり、会場は大いに
盛り上がっていました。

46人、はっけよい、のこった！
わんぱく相撲

何歳になってもスポーツしよう
スポーツ吹矢で健康長寿！

Photo new
s kaw

achinagano

ラグビーフェスタ（写真撮影  島本靖治）

One Two Three!!
こどもえいご村

　５月 26 日、あいっくでこどもえいご村が開村されま
した。この日は４・５歳児クラスと小学校低学年クラス
を実施。各クラス約 20 人の子どもが参加し、ネイティ
ブの先生の問いかけに対し英語で返事をするなど、歌
ったり体を動かしながら英語に触れていました。保護
者は「子どもが楽しんでいたのでよかった。次回も参
加したい」と語っていました（８月は英語村フェスタ
2019 を開催。詳しくは 31 ページをご覧ください）。

地産地消を呼びかけ
道の駅２周年イベント

　キッチンカーで全国を回り、国産の
農畜産物の消費拡大を呼びかける健康キッチンＪＡ
直売所キャラバンが、５月 25 日あすかてくるで河
内長野店を訪れました。この日は、料理研究家の李
映林さんとコウ静子さんが大阪なすとデラウェアを
使った料理を紹介し、試食も行われました。また、
道の駅に隣接する収穫体験農園くろまろファームで
は、ジャガイモ＆タマネギ収穫体験が行われ、市内
外から多くの家族が訪れ収穫を楽しんでいました。

　５月 23 日、天野公民館で市内初となる「スポーツ
吹矢で健康長寿！～腹式呼吸で心と身体を元気に！！
～」が開催されました。スポーツ吹矢は 120cm の細
長い筒から薄いビニールフィルムを円錐状に巻いた

「矢」を約 5 ｍ離れた的をめがけて息を使って放ち、得
点を競うスポーツです。参加者は次々と的に矢を当て、

「腹式呼吸で矢を吹くので腹筋を使う」「高齢になって
もできるスポーツなので続けたい」と楽しそうにチャ
レンジしていました。

まちの話題をお届けします

夢に向かってトライ
ラグビーフェスタ

　５月 26 日、下里運動公園人工芝球技場で行われた
第 4 回ラグビーフェスタ。会場ではラグビー体験イベ
ントが行われ、参加した子どもたちはボールを蹴った
り、リフトアップ体験やパス回しなどをして楽しみま
した。また、ラグビー少年団による交流試合や、ラグ
ビー強豪校の常翔学園高校 VS 石見智翠館高校による
練習試合もあり、迫力あるプレーに多くのラグビーフ
ァンが魅了されていました。




